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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）、ポリエーテル誘導体（Ｂ）及び下記式で表される
芳香族化合物（Ｃ）を含む芳香族ポリカーボネート樹脂組成物であって、
　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対してポリエーテル誘導体（Ｂ）を
、０．１重量部以上２．０重量部以下、および芳香族化合物（Ｃ）を０．０００１重量部
以上０．０５重量部未満含み、
　前記ポリエーテル誘導体（Ｂ）が、下記式（１）で表され、５００～８０００の重量平
均分子量を有するポリエーテル誘導体を含み、
　式（１）：
　ＲＯ－（Ｘ－Ｏ）ｍ（Ｙ－Ｏ）ｎ－Ｒ’
（式中、ＲおよびＲ’は、それぞれ独立して水素原子または炭素数１～３０のアルキル基
を示し、Ｘは、炭素数２～４の直鎖アルキレン基又は分岐アルキレン基を示し、Ｙは、炭
素数２～５の直鎖アルキレン基又は分岐アルキレン基を示し、ＸとＹは同一であっても異
なっていても良く、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは６～１２０を
示す。）
　前記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対して、さらに、エポキシ化合
物（Ｅ）を、０．００１～０．２重量部含有する、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
　式：
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【化１】

【請求項２】
　前記エポキシ化合物（Ｅ）が、３’，４’－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－
エポキシシクロヘキサンカルボキシレートを含む、請求項１に記載の芳香族ポリカーボネ
ート樹脂組成物。
【請求項３】
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、下記式（２）で表されるポリエーテル誘導
体、式（３）で表されるポリエーテル誘導体、式（４）で表されるポリエーテル誘導体、
式（５）で表されるポリエーテル誘導体、式（６）で表されるポリエーテル誘導体、式（
７）で表されるポリエーテル誘導体、式（８）で表されるポリエーテル誘導体、式（９）
で表されるポリエーテル誘導体及び式（１０）で表されるポリエーテル誘導体から選択さ
れる少なくとも１種を含む、請求項１又は２に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物
。
　式（２）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）；
　式（３）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ
－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）；
　式（４）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）；
　式（５）：
　ＲＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、Ｒは炭素数１～３０のアルキル基を示し、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０
を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）；
　式（６）：
　ＲＯ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、Ｒは炭素数１～３０のアルキル基を示し、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０
を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）；
　式（７）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）；
　式（８）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｐ－Ｈ
（式中、ｐは、６～１００を示す。）；
　式（９）：
　ＨＯ－（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｑ－Ｈ
（式中、ｑは、７～１２０を示す。）；
及び
　式（１０）：
　ＨＯ－（ＣＨ（Ｃ２Ｈ５）ＣＨ２Ｏ）ｒ－Ｈ
（式中、ｒは、６～１００を示す。）
【請求項４】



(3) JP 6480068 B1 2019.3.6

10

20

30

40

50

　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対して、芳香族化合物（Ｃ）を、０
．０００５以上～０．００３重量部未満含む、請求項１～３のいずれかに記載の芳香族ポ
リカーボネート樹脂組成物。
【請求項５】
　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対して、更に、リン系酸化防止剤（
Ｄ）を、０．５重量部まで含有する、請求項１～４のいずれかに記載の芳香族ポリカーボ
ネート樹脂組成物。
【請求項６】
　前記リン系酸化防止剤（Ｄ）が、下記亜リン酸エステル構造を有する亜リン酸エステル
化合物を含む、請求項５に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【化２】

【請求項７】
　前記リン系酸化防止剤（Ｄ）が、下記式（１１）、（１２）、（１３）及び（１４）で
表される亜リン酸エステル化合物から選択される少なくとも１種以上の化合物を含む、請
求項６に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
　式（１１）：
【化３】

［式中、Ｒ１は、炭素数１～２０のアルキル基又はアルキル基で置換されていてもよいア
リール基を示し、ａは、０～３の整数を示す。］
　式（１２）：

【化４】

［式中、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６は、各々独立して、水素原子、炭素数１～８のアルキ
ル基、炭素数５～８のシクロアルキル基、炭素数６～１２のアルキルシクロアルキル基、
炭素数７～１２のアラルキル基又はフェニル基を示す。Ｒ４は、水素原子又は炭素数１～
８のアルキル基を示す。Ｘは、単結合、硫黄原子又は式：－ＣＨＲ７－（ここで、Ｒ７は
、水素原子、炭素数１～８のアルキル基又は炭素数５～８のシクロアルキル基を示す）で
表される基を示す。Ａは、炭素数１～８のアルキレン基又は式：＊－ＣＯＲ８－（ここで
、Ｒ８は、単結合又は炭素数１～８のアルキレン基を示し、＊は、酸素側の結合手である
ことを示す）で表される基を示す。Ｙ及びＺは、いずれか一方がヒドロキシル基、炭素数
１～８のアルコキシ基又は炭素数７～１２のアラルキルオキシ基を示し、もう一方が水素



(4) JP 6480068 B1 2019.3.6

10

20

30

40

50

原子又は炭素数１～８のアルキル基を示す。］
　式（１３）：
【化５】

［式中、Ｒ９、Ｒ１０は炭素数１～２０のアルキル基、またはアルキル基で置換されても
よいアリール基を、ｂ及びｃは整数０～３を示す。］
　式（１４）：
【化６】

［式中、Ｒ１１～Ｒ１８は、それぞれ独立に、炭素数１～３のアルキル基またはアルケニ
ル基を示す。Ｒ１１とＲ１２、Ｒ１３とＲ１４、Ｒ１５とＲ１６、Ｒ１７とＲ１８とは、
互いに結合して環を形成していても良い。Ｒ１９～Ｒ２２は、それぞれ独立に、水素原子
または炭素数１～２０のアルキル基を示す。ｄ～ｇは、それぞれ独立して、０～５の整数
である。Ｘ１～Ｘ４は、それぞれ独立に、単結合または炭素原子を示す。Ｘ１～Ｘ４が単
結合である場合、Ｒ１１～Ｒ２２のうち、当該単結合に繋がった官能基は式（１４）から
除外される。］
【請求項８】
　下記のことから選択される少なくとも１を満たす、請求項７に記載の芳香族ポリカーボ
ネート樹脂組成物。
　前記式（１１）で表される亜リン酸エステル化合物が、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチ
ルフェニル）フォスファイトを含むこと；、
　前記式（１２）で表される亜リン酸エステル化合物が、２，４，８，１０－テトラ－ｔ
－ブチル－６－［３－（３－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）プロポ
キシ］ジベンゾ［ｄ，ｆ］［１，３，２］ジオキサホスフェピンを含むこと；
　前記式（１３）で表される亜リン酸エステル化合物が、３，９－ビス（２，６－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノキシ）－２，４，８，１０－テトラオキサ－３，９－
ジホスファスピロ［５，５］ウンデカンを含むこと；及び
　前記式（１４）で表される亜リン酸エステル化合物が、ビス（２，４－ジクミルフェニ
ル）ペンタエリスリトールジフォスファイトを含むこと。
【請求項９】
　熱安定剤、酸化防止剤、着色剤、離型剤、軟化剤、帯電防止剤及び衝撃性改良剤を含む
群から選択される少なくとも１種を更に含有する、請求項１～８のいずれかに記載の芳香
族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を含む光学用成形
品。
【請求項１１】
　前記光学用成形品が、導光板、面発光体材料、導光フィルム、車両用ライトガイド及び
銘板から選択される成形品を含む、請求項１０記載の光学用成形品。
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【請求項１２】
　請求項１～９のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形することを
含む、光学用成形品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物および光学用成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリカーボネート樹脂は、耐衝撃性、耐熱性及び透明性等に優れるので、従来、導光板
、各種レンズ及び銘板等の成形品に利用されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１は、特定の分子量と特定の分子量分布を有する芳香族ポリカーボネ
ート樹脂に、安定剤及び離型剤が配合された導光板用芳香族ポリカーボネート樹脂組成物
を開示する。
【０００４】
　特許文献２は、ポリカーボネート樹脂に、特定径のビーズ状架橋アクリル樹脂を特定量
配合した樹脂成分に、蛍光増白剤を配合した光学用成形品用ポリカーボネート樹脂組成物
が開示されている。
【０００５】
　その他、例えば、特許文献３～６に開示されているように、優れた光線透過率を得て、
光学部材の輝度を向上させるべくポリカーボネート樹脂と他の材料とを併用した樹脂組成
物が各種提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２０４７３７号公報
【特許文献２】特開平０９－０２０８６０号公報
【特許文献３】特開２０１１－１３３６４７号公報
【特許文献４】特開平１１－１５８３６４号公報
【特許文献５】特開２００１－２１５３３６号公報
【特許文献６】特開２００４－０５１７００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献３～６に開示のポリカーボネート樹脂組成物は、近年の導光板
の材料としての要求（特に、薄肉成形を行うため高温で成形加工した場合でも光線透過率
の低下が無い等の要求）を充分に満足し得るものではない。
　更に、近年、成形加工された０．３ｍｍ程度の薄型の成形品（例えば、導光板）が、光
照射等による高温条件下に、極めて長期にわたり暴露された場合でも、透明性の低下の少
ない（白濁又は着色の小さい）材料が、求められつつある。
【０００８】
　本発明は、ポリカーボネート樹脂が本来有する耐熱性、機械的強度等の特性が損なわれ
ることがなく、熱安定性に優れ、光線透過率が高く、しかも成形加工された０．３ｍｍ程
度の薄型の成形品（例えば、導光板）が、光照射等による高温に、極めて長期にわたり暴
露された場合でも、透明性の低下を生じ難い（白濁及び着色を生じ難い）芳香族ポリカー
ボネート樹脂組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、かかる課題を解決するために鋭意検討を行った結果、芳香族ポリカーボ
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ネート樹脂（Ａ）、ポリエーテル誘導体（Ｂ）及び特定の芳香族化合物（Ｃ）を、所定量
含む芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ポリカーボネート樹脂が本来有する耐熱性、
機械的強度等の特性を損なうことなく、熱安定性に優れ、光線透過率が高く、しかも成形
加工された０．３ｍｍ程度の薄型の成形品（導光板）が光源照射等による高温条件下に長
期に亘り暴露された場合でも、透明性の低下が少ない（白濁又は着色を生じ難い）ことを
見出し、本発明を完成した。
【００１０】
　すなわち、本発明は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）、ポリエーテル誘導体（Ｂ）
及び下記式で表される芳香族化合物（Ｃ）を含有する芳香族ポリカーボネート樹脂組成物
であって、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対してポリエーテル誘導体
（Ｂ）を、０．１重量部以上２．０重量部以下、および該芳香族化合物（Ｃ）を０．００
０１重量部以上０．０５重量部未満含む、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物およびそれ
を成形してなる光学用成形品を提供する。
　式：

【化１】

【発明の効果】
【００１１】
　本発明のポリカーボネート樹脂組成物は、ポリカーボネート樹脂が本来有する耐熱性、
機械的強度等の特性が損なわれることがなく、熱安定性に優れ、光線透過率が高く、しか
も得られる成形品が、炎天下環境及び／又は光源照射等による高温条件下に長期に亘り暴
露された場合でも、透明性が低下し難い（白濁又は着色を生じ難い）。よって、例えば厚
さ０．３ｍｍ程度の薄型の成形品（導光板）であっても、色相が変化して外観が低下（劣
化）することを生じ難く、外部環境や光源に起因する高温条件下に長期間暴露された場合
でも、透明性の低下を生じ難く（白濁又は着色を生じ難く）、工業的利用価値が極めて高
い。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、実施の形態を詳細に説明する。ただし、必要以上に詳細な説明は省略する場合
がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一の構成に対する重複説
明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長になるのを避け、当業者の
理解を容易にするためである。
【００１３】
　なお、発明者らは当業者が本発明を充分に理解するために以下の説明を提供するのであ
って、これらによって請求の範囲に記載の主題を限定することを意図するものではない。
【００１４】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、芳香族ポリカーボネート樹
脂（Ａ）、ポリエーテル誘導体（Ｂ）および特定の芳香族化合物（Ｃ）を含み、必要に応
じて、リン系酸化防止剤（Ｄ）、エポキシ化合物（Ｅ）及び／又はその他の成分等を含む
ことができる。
【００１５】
　本発明の実施形態において、「芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）」は、芳香族化合物
に基づくポリカーボネート樹脂であって、本発明が目的とする芳香族ポリカーボネート樹
脂組成物を得ることができる限り特に制限されることはない。そのような芳香族ポリカー
ボネート樹脂として、例えば、種々のジヒドロキシジアリール化合物とホスゲンとを反応
させるホスゲン法、又はジヒドロキシジアリール化合物とジフェニルカーボネート等の炭
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酸エステルとを反応させるエステル交換法によって得られる重合体を例示できる。代表例
は、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（ビスフェノールＡ）から製造さ
れたポリカーボネート樹脂を含む。
【００１６】
　前記ジヒドロキシジアリール化合物として、ビスフェノールＡの他に、例えば、ビス（
４－ヒドロキシフェニル）メタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エタン、２
，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル
）オクタン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）フェニルメタン、２，２－ビス（４－ヒド
ロキシフェニル－３－メチルフェニル）プロパン、１，１－ビス（４－ヒドロキシ－３－
第三ブチルフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３－ブロモフェニル）
プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３、５－ジブロモフェニル）プロパン、２，
２－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニル）プロパン等のビス（ヒドロキシ
アリール）アルカン類；１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン、１，
１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン等のビス（ヒドロキシアリール）シ
クロアルカン類；４，４’－ジヒドロキシジフェニルエーテル、４，４’－ジヒドロキシ
－３，３’－ジメチルジフェニルエーテル等のジヒドロキシジアリールエーテル類；４，
４’－ジヒドロキシジフェニルスルフィド等のジヒドロキシジアリールスルフィド類；４
，４’－ジヒドロキシジフェニルスルホキシド、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－ジ
メチルジフェニルスルホキシド等のジヒドロキシジアリールスルホキシド類；４，４’－
ジヒドロキシジフェニルスルホン、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－ジメチルジフェ
ニルスルホン等のジヒドロキシジアリールスルホン類を例示できる。これらは単独で又は
組み合わせて使用できる。これらの他にも、ピペラジン、ジピペリジルハイドロキノン、
レゾルシン、４，４’－ジヒドロキシジフェニル等を組み合わせて使用することができる
。
【００１７】
　さらに、前記ジヒドロキシジアリール化合物と、例えば以下に示す３価以上の芳香族化
合物とを組み合わせて使用してもよい。
【００１８】
　前記３価以上のフェノール化合物として、例えば、フロログルシン、４，６－ジメチル
－２，４，６－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ヘプテン、２，４，６－ジメチル－
２，４，６－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ヘプタン、１，３，５－トリ－（４－
ヒドロキシフェニル）－ベンゾール、１，１，１－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－
エタン及び２，２－ビス－［４，４－（４，４´－ジヒドロキシジフェニル）－シクロヘ
キシル］－プロパン等を例示できる。
【００１９】
　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）の粘度平均分子量は、１００００～１０００００で
あることが好ましく、１２０００～３００００であることがより好ましい。なお、このよ
うな芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）を製造する際には分子量調節剤、触媒等を必要に
応じて使用することができる。
【００２０】
　本発明の実施形態において、ポリエーテル誘導体（Ｂ）とは、ポリエーテル化合物の誘
導体であって、本発明が目的とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を得ることができ
る限り、特に限定されるものではない。そのようなポリエーテル誘導体は、代表例として
、下記式（１）で表されるポリエーテル誘導体を含む。
【００２１】
　式（１）：
　ＲＯ－（Ｘ－Ｏ）ｍ（Ｙ－Ｏ）ｎ－Ｒ’
（式中、ＲおよびＲ’は、各々独立して水素原子又は炭素数１～３０のアルキル基を示し
、Ｘは、炭素数２～４の直鎖アルキレン基又は分岐アルキレン基を、Ｙは、炭素数２～５
の直鎖アルキレン基又は分岐アルキレン基を示し、ＸとＹは同一であっても異なっていて
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も良く、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは６～１２０を示す。）
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、市販品を使用することができる。
【００２２】
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、
　下記式（１－１）：
　ＲＯ－（Ｘ－Ｏ）ｍ（Ｙ－Ｏ）ｎ－Ｒ’
（式中、ＲおよびＲ’は、各々独立して水素原子又は炭素数１～３０のアルキル基を示し
、Ｘは、炭素数２～４の直鎖アルキレン基を、Ｙは、炭素数２～５の分岐アルキレン基を
示し、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは８～９０を示す。）
　式（１－１）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００で
あることが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
　式（１－１）で表されるポリエーテル誘導体は、市販品を使用することができる。
【００２３】
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、
　下記式（１－２）：
　ＲＯ－（Ｘ－Ｏ）ｍ（Ｙ－Ｏ）ｎ－Ｒ’
（式中、ＲおよびＲ’は、各々独立して水素原子又は炭素数１～３０のアルキル基を示し
、Ｘは、炭素数２～４の直鎖アルキレン基を、Ｙは、炭素数２～５の直鎖アルキレン基を
示し、ＸとＹは同一であっても異なっていても良く、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６
０を示し、ｍ＋ｎは６～１００を示す。）
　式（１－２）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００で
あることが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
　式（１－２）で表されるポリエーテル誘導体は、市販品を使用することができる。
【００２４】
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、
　下記式（１－３）：
　ＲＯ－（Ｘ－Ｏ）ｍ（Ｙ－Ｏ）ｎ－Ｒ’
（式中、ＲおよびＲ’は、各々独立して水素原子又は炭素数１～３０のアルキル基を示し
、Ｘは、炭素数２～４の分岐アルキレン基を、Ｙは、炭素数２～５の分岐アルキレン基を
示し、ＸとＹは同一であっても異なっていても良く、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６
０を示し、ｍ＋ｎは６～１２０を示す。）
　式（１－３）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００で
あることが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
　式（１－３）で表されるポリエーテル誘導体は、市販品を使用することができる。
【００２５】
　式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、下記式（２）で表されるポリエーテル誘導
体、式（３）で表されるポリエーテル誘導体、式（４）で表されるポリエーテル誘導体、
式（５）で表されるポリエーテル誘導体、式（６）で表されるポリエーテル誘導体、式（
７）で表されるポリエーテル誘導体、式（８）で表されるポリエーテル誘導体、式（９）
で表されるポリエーテル誘導体及び式（１０）で表されるポリエーテル誘導体を含む群か
ら選択される少なくとも１種を含むことが好ましい。
【００２６】
　式（１－１）で表されるポリエーテル誘導体は、下記式（２）で表されるポリエーテル
誘導体、式（３）で表されるポリエーテル誘導体、式（４）で表されるポリエーテル誘導
体、式（５）で表されるポリエーテル誘導体及び式（６）で表されるポリエーテル誘導体
を含む群から選択される少なくとも１種を含むことが好ましい。
【００２７】
　式（１－２）で表されるポリエーテル誘導体は、式（７）で表されるポリエーテル誘導
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体及び式（８）で表されるポリエーテル誘導体を含む群から選択される少なくとも１種を
含むことが好ましい。
【００２８】
　式（１－３）で表されるポリエーテル誘導体は、式（９）で表されるポリエーテル誘導
体及び式（１０）で表されるポリエーテル誘導体を含む群から選択される少なくとも１種
を含むことが好ましい。
【００２９】
　式（２）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）
【００３０】
　式（２）で表されるポリエーテル誘導体として、テトラメチレングリコールユニットと
プロピレングリコールユニットからなる変性グリコールが好適である。そのようなポリエ
ーテル誘導体として、市販品を使用することができ、例えば、日油（株）製、ポリセリン
ＤＣＢ－１０００（重量平均分子量１０００）、ポリセリンＤＣＢ－２０００（重量平均
分子量２０００）、ポリセリンＤＣＢ－４０００（重量平均分子量４０００）等を利用で
きる。
　式（２）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
【００３１】
　式（３）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ
－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）
【００３２】
　式（３）で表されるポリエーテル誘導体として、テトラメチレングリコールユニットと
２－メチルテトラメチレングリコールユニットからなる変性グリコールが好ましい。その
ようなポリエーテル誘導体として、市販品を使用することができ、例えば、保土谷化学工
業（株）製のＰＴＧ－Ｌ１０００（重量平均分子量１０００）、ＰＴＧ－Ｌ２０００（重
量平均分子量２０００）、又はＰＴＧ－Ｌ３０００（重量平均分子量３０００）等を利用
できる。
　式（３）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
【００３３】
　式（４）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）
【００３４】
　式（４）で表されるポリエーテル誘導体として、エチレングリコールユニットとプロピ
レングリコールユニットからなる変性グリコールが好ましい。そのようなポリエーテル誘
導体として、市販品を使用することができ、例えば、日油（株）製、ユニルーブ５０ＤＥ
－２５（重量平均分子量１７５０）、ユニルーブ７５ＤＥ－２５（重量平均分子量１４０
０）等を使用できる。
　式（４）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
【００３５】
　式（５）：
　ＲＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、Ｒは炭素数１～３０のアルキル基を示し、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０
を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）
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【００３６】
　式（５）で表されるポリエーテル誘導体として、テトラメチレングリコールユニットと
プロピレングリコールユニットからなり、片末端ブチル基又は片末端ステアリル基の変性
グリコールが好適である。そのようなポリエーテル誘導体として、市販品を使用すること
ができ、例えば、日油（株）製、ポリセリンＢＣ－１０００（片末端ブチル基、重量平均
分子量１０００）、ポリセリンＳＣ－１０００（片末端ステアリル基、重量平均分子量１
０００）等を使用できる。
　式（５）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
【００３７】
　式（６）：
　ＲＯ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、Ｒは炭素数１～３０のアルキル基を示し、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０
を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）
【００３８】
　式（６）で表されるポリエーテル誘導体として、エチレングリコールユニットとプロピ
レングリコールユニットからなり、片末端ブチル基又は片末端ステアリル基の変性グリコ
ールが好適である。そのようなポリエーテル誘導体として、市販品を使用することができ
、例えば、日油（株）製、ユニルーブ５０ＭＢ－１１（片末端ブチル基、重量平均分子量
１０００）、ユニルーブ５０ＭＢ－２６（片末端ブチル基、重量平均分子量２０００）、
ユニルーブ５０ＭＢ－７２（片末端ブチル基、重量平均分子量３０００）、ユニルーブ１
０ＭＳ－２５０ＫＢ（片末端ステアリル基、重量平均分子量２０００）等を利用できる。
　式（６）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
【００３９】
　式（７）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
（式中、ｍ及びｎは、各々独立して、３～６０を示し、ｍ＋ｎは、８～９０を示す。）
【００４０】
　式（７）で表されるポリエーテル誘導体として、テトラメチレングリコールユニットと
エチレングリコールユニットからなる変性グリコールが好ましい。そのようなポリエーテ
ル誘導体として、市販品を使用することができ、例えば、日油（株）製、ポリセリンＤＣ
３０００Ｅ（重量平均分子量３０００）、ポリセリンＤＣ１８００Ｅ（重量平均分子量１
８００）等を使用できる。
　式（７）で表されるポリエーテル誘導体の重量平均分子量は、５００～８０００である
ことが好ましく、１０００～４０００であることがより好ましい。
【００４１】
　式（８）：
　ＨＯ－（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｐ－Ｈ
　（式中、ｐは、６～１００を示す。）
【００４２】
　式（８）で表されるポリエーテル誘導体として、ポリテトラメチレングリコールが好ま
しい。そのようなポリエーテル誘導体として、市販品を使用することができ、例えば、保
土谷化学工業（株）製のＰＴＧ－６５０ＳＮ（重量平均分子量６５０）、ＰＴＧ－８５０
ＳＮ（重量平均分子量８５０）、ＰＴＧ－１０００ＳＮ（重量平均分子量１０００）、Ｐ
ＴＧ－１４００ＳＮ（重量平均分子量１４００）、ＰＴＧ－２０００ＳＮ（重量平均分子
量２０００）、又はＰＴＧ－２９００（重量平均分子量２９００）等を使用できる。
　式（８）で表されるポリエーテル誘導体（ポリテトラメチレングリコール）の重量平均
分子量は、５００～８０００であることが好ましく、１０００～４０００であることがよ
り好ましい。
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【００４３】
　式（９）：
　式：ＨＯ－（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）ｑ－Ｈ
　（式中、ｑは、７～１２０を示す。）
【００４４】
　式（９）で表されるポリエーテル誘導体として、ポリプロピレングリコールが好ましい
。そのようなポリエーテル誘導体として、市販品を使用することができ、例えば、ダウケ
ミカル製ポリグリコールＰ２０００Ｐ（重量平均分子量２０００）、日油（株）製、ユニ
オールＤ－１０００（重量平均分子量１０００）、ユニオールＤ－２０００（重量平均分
子量２０００）、ユニオールＤ－４０００（重量平均分子量４０００）等を使用できる。
　式（９）で表されるポリエーテル誘導体（ポリプロピレングリコール）の重量平均分子
量は、５００～８０００であることが好ましく、１０００～４０００であることがより好
ましい。
【００４５】
　式（１０）：
　ＨＯ－（ＣＨ（Ｃ２Ｈ５）ＣＨ２Ｏ）ｒ－Ｈ
　（式中、ｒは、６～１００を示す。）
【００４６】
　式（１０）で表されるポリエーテル誘導体として、ポリブチレングリコールが好ましい
。そのようなポリエーテル誘導体として、市販品を使用することができ、例えば、日油（
株）製、ユニオールＰＢ－５００（重量平均分子量５００）、ユニオールＰＢ－１０００
（重量平均分子量１０００）、ユニオールＰＢ－２０００（重量平均分子量２０００）等
を使用できる。
　式（１０）で表されるポリエーテル誘導体（ポリブチレングリコール）の重量平均分子
量は、５００～８０００であることが好ましく、１０００～４０００であることがより好
ましい。
【００４７】
　前記一般式（１）で表されるポリエーテル誘導体は、概ね耐熱性が高く該ポリエーテル
誘導体を配合した芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を高温で成形した成形品は、輝度や
光線透過率が高い。
【００４８】
　また、本発明にて使用されるポリエーテル誘導体（Ｂ）は、適度な親油性を有すること
から、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）との相溶性にも優れるので、該ポリエーテル誘
導体（Ｂ）を配合した芳香族ポリカーボネート樹脂組成物から得られる成形品の透明性を
低下させることがなく透明性を維持できる。このようなポリエーテル誘導体（Ｂ）の重量
平均分子量は、５００～８０００が好ましく１０００～４０００がより好ましい。
【００４９】
　ポリエーテル誘導体の量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対して
、０．１～２．０重量部であり、０．３～１．８重量部が好ましい。ポリエーテル誘導体
の量が０．１重量部未満の場合は、光線透過率及び色相の向上効果が不充分であり得る。
逆にポリエーテル誘導体の量が２．０重量部を超える場合は、曇化率が上昇して光線透過
率が低下し得る。
【００５０】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ポリエーテル誘導体（Ｂ）
と共に、以下の式の芳香族化合物（Ｃ）を必須成分として含む。このように、ポリエーテ
ル誘導体（Ｂ）と該芳香族化合物（Ｃ）とを併用することにより、光学成形品に求められ
る優れた光学特性を維持しつつ、得られる芳香族ポリカーボネート樹脂組成物からなる成
形品の使用状況に起因する劣化やエージング劣化などの劣化を防止することが出来る。
【００５１】
　例えば、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物から成形される光学用成形品が光源（ＬＥ
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Ｄ光源等）によって長期間光照射されることによる熱劣化（白濁又は着色）が効果的に防
止される。光学用成形品は、炎天下等過酷な条件下で及び／又は光照射を長時間受け続け
ると、当該成形品表面の温度が上昇することがあり、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物
に含まれる芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）の熱劣化が少しずつ進行し得る。更に、樹
脂組成物中のポリエーテル誘導体（Ｂ）が変性し得、通常の光学用成形品に用いられる芳
香族ポリカーボネート樹脂組成物に期待される透明性（輝度又は光透過性）を損ない、成
形品表面に白濁又は着色（淡～濃着色）現象が生じ得る。
【００５２】
　本願発明者らは、この課題に鑑み，鋭意検討した結果、ポリエーテル誘導体（Ｂ）の変
性等の劣化を抑止する化合物として、次式の特定芳香族化合物（Ｃ）が特に効果的であり
、特定芳香族化合物（Ｃ）をポリエーテル誘導体（Ｂ）に予め添加するか、あるいは芳香
族ポリカーボネート樹脂組成物を得るための溶融混練前に添加することにより、成形品中
でのポリエーテル誘導体（Ｂ）の劣化を抑止して白濁又は着色（淡～濃着色）現象を低減
又は緩和できることを着想し本発明を完成した。
　式：
【化２】

【００５３】
　本発明の実施形態で使用される芳香族化合物（Ｃ）の量は、芳香族ポリカーボネート樹
脂（Ａ）１００重量部に対して、０．０００１以上０．０５重量部未満であり、０．００
０５重量部以上０．００３重量部以下が好ましい。芳香族化合物（Ｃ）の量が０．０００
１重量部未満の場合は、白濁又は着色の抑止効果が不充分である。逆に芳香族化合物（Ｃ
）の量が０．０５重量部以上の場合、光学成形体に要求される高水準の光線透過率及び色
相を達成できない場合があるため望ましくない。
【００５４】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、さらに、リン系酸化防止剤
（Ｄ）を含むことができる。このように、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が、ポリエ
ーテル誘導体（Ｂ）と特定芳香族化合物（Ｃ）とリン系酸化防止剤（Ｄ）とを同時に含む
場合、光学成形品に求められる優れた光学特性を維持向上させつつ、特に、得られる芳香
族ポリカーボネート樹脂組成物からなる成形品の初期光学特性を劣化させず、加えて使用
状況に起因する劣化やエージング劣化などの劣化を防止することが出来る。
【００５５】
　リン系酸化防止剤は、本発明が目的とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を得られ
る限り特に制限されることはないが、下記亜リン酸エステル構造を有する亜リン酸エステ
ル化合物を含むことが好ましい。
【化３】

【００５６】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、前記リン系酸化防止剤（Ｄ
）が、下記式（１１）で表される亜リン酸エステル化合物、下記式（１２）で表される亜
リン酸エステル化合物、下記式（１３）で表される亜リン酸エステル化合物及び下記式（
１４）で表される亜リン酸エステル化合物から選択される少なくとも１種以上の化合物を
含むことが好ましい。



(13) JP 6480068 B1 2019.3.6

10

20

30

40

50

【００５７】
　リン系酸化防止剤（Ｄ）は、例えば、下記式（１１）で表される化合物を含むことが好
ましい。
【００５８】
　式（１１）：
【化４】

（式中、Ｒ１は、炭素数１～２０のアルキル基を示し、ａは、０～３の整数を示す）
【００５９】
　前記式（１１）において、Ｒ１は、炭素数１～２０のアルキル基であるが、さらには、
炭素数１～１０のアルキル基であることが好ましい。
【００６０】
　式（１１）で表される化合物としては、例えば、トリフェニルホスファイト、トリクレ
ジルホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）フォスファイト、トリス
ノニルフェニルホスファイト等が挙げられる。これらの中でも、特にトリス（２，４－ジ
－ｔ－ブチルフェニル）フォスファイトが好適であり、例えば、ＢＡＳＦ社製のイルガフ
ォス１６８（「イルガフォス」はビーエーエスエフ　ソシエタス・ヨーロピアの登録商標
）として商業的に入手可能である。
【００６１】
　リン系酸化防止剤（Ｄ）は、例えば、下記式（１２）で表される化合物を含むことが好
ましい。
【００６２】
　式（１２）：

【化５】

（式中、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～８のア
ルキル基、炭素数５～８のシクロアルキル基、炭素数６～１２のアルキルシクロアルキル
基、炭素数７～１２のアラルキル基又はフェニル基を示す。Ｒ４は、水素原子又は炭素数
１～８のアルキル基を示す。Ｘは、単結合、硫黄原子又は式：－ＣＨＲ７－（ここで、Ｒ
７は、水素原子、炭素数１～８のアルキル基又は炭素数５～８のシクロアルキル基を示す
）で表される基を示す。Ａは、炭素数１～８のアルキレン基又は式：＊－ＣＯＲ８－（こ
こで、Ｒ８は、単結合又は炭素数１～８のアルキレン基を示し、＊は、酸素側の結合手で
あることを示す）で表される基を示す。Ｙ及びＺは、いずれか一方がヒドロキシル基、炭
素数１～８のアルコキシ基又は炭素数７～１２のアラルキルオキシ基を示し、もう一方が
水素原子又は炭素数１～８のアルキル基を示す。）
【００６３】
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　式（１２）において、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６は、それぞれ独立して、水素原子、炭
素数１～８のアルキル基、炭素数５～８のシクロアルキル基、炭素数６～１２のアルキル
シクロアルキル基、炭素数７～１２のアラルキル基又はフェニル基を示す。
【００６４】
　ここで、炭素数１～８のアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロ
ピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔ－ブチル
基、ｔ－ペンチル基、ｉ－オクチル基、ｔ－オクチル基、２－エチルヘキシル基等が挙げ
られる。炭素数５～８のシクロアルキル基としては、例えば、シクロペンチル基、シクロ
ヘキシル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基等が挙げられる。炭素数６～１２のア
ルキルシクロアルキル基としては、例えば、１－メチルシクロペンチル基、１－メチルシ
クロヘキシル基、１－メチル－４－ｉ－プロピルシクロヘキシル基等が挙げられる。炭素
数７～１２のアラルキル基としては、例えば、ベンジル基、α－メチルベンジル基、α，
α－ジメチルベンジル基等が挙げられる。
【００６５】
　前記Ｒ２、Ｒ３及びＲ５は、それぞれ独立して、炭素数１～８のアルキル基、炭素数５
～８のシクロアルキル基又は炭素数６～１２のアルキルシクロアルキル基であることが好
ましい。特に、Ｒ２及びＲ５は、それぞれ独立して、ｔ－ブチル基、ｔ－ペンチル基、ｔ
－オクチル基等のｔ－アルキル基、シクロヘキシル基又は１－メチルシクロヘキシル基で
あることが好ましい。特に、Ｒ３は、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピ
ル基、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｔ－ペンチル基
等の炭素数１～５のアルキル基であることが好ましく、メチル基、ｔ－ブチル基又はｔ－
ペンチル基であることがさらに好ましい。
【００６６】
　前記Ｒ６は、水素原子、炭素数１～８のアルキル基又は炭素数５～８のシクロアルキル
基であることが好ましく、水素原子、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピ
ル基、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｔ－ペンチル基
等の炭素数１～５のアルキル基であることがさらに好ましい。
【００６７】
　式（１２）において、Ｒ４は、水素原子又は炭素数１～８のアルキル基を示す。炭素数
１～８のアルキル基としては、例えば、前記Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６の説明にて例示し
たアルキル基が挙げられる。特に、Ｒ４は、水素原子又は炭素数１～５のアルキル基であ
ることが好ましく、水素原子又はメチル基であることがさらに好ましい。
【００６８】
　式（１２）において、Ｘは、単結合、硫黄原子又は式：－ＣＨＲ７－で表される基を示
す。ここで、式：－ＣＨＲ７－中のＲ７は、水素原子、炭素数１～８のアルキル基又は炭
素数５～８のシクロアルキル基を示す。炭素数１～８のアルキル基及び炭素数５～８のシ
クロアルキル基としては、例えば、それぞれ前記Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６の説明にて例
示したアルキル基及びシクロアルキル基が挙げられる。特に、Ｘは、単結合、メチレン基
、又はメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチ
ル基、ｔ－ブチル基等で置換されたメチレン基であることが好ましく、単結合であること
がさらに好ましい。
【００６９】
　式（１２）において、Ａは、炭素数１～８のアルキレン基又は式：＊－ＣＯＲ８－で表
される基を示す。炭素数１～８のアルキレン基としては、例えば、メチレン基、エチレン
基、プロピレン基、ブチレン基、ペンタメチレン基、ヘキサメチレン基、オクタメチレン
基、２，２－ジメチル－１，３－プロピレン基等が挙げられ、好ましくはプロピレン基で
ある。また、式：＊－ＣＯＲ８－におけるＲ８は、単結合又は炭素数１～８のアルキレン
基を示す。Ｒ８を示す炭素数１～８のアルキレン基としては、例えば、前記Ａの説明にて
例示したアルキレン基が挙げられる。Ｒ８は、単結合又はエチレン基であることが好まし
い。また、式：＊－ＣＯＲ８－における＊は、酸素側の結合手であり、カルボニル基がフ
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ォスファイト基の酸素原子と結合していることを示す。
【００７０】
　式（１２）において、Ｙ及びＺは、いずれか一方がヒドロキシル基、炭素数１～８のア
ルコキシ基又は炭素数７～１２のアラルキルオキシ基を示し、もう一方が水素原子又は炭
素数１～８のアルキル基を示す。炭素数１～８のアルコキシ基としては、例えば、メトキ
シ基、エトキシ基、プロポキシ基、ｔ－ブトキシ基、ペンチルオキシ基等が挙げられる。
炭素数７～１２のアラルキルオキシ基としては、例えば、ベンジルオキシ基、α－メチル
ベンジルオキシ基、α，α－ジメチルベンジルオキシ基等が挙げられる。炭素数１～８の
アルキル基としては、例えば、前記Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６の説明にて例示したアルキ
ル基が挙げられる。
【００７１】
　式（１２）で表される化合物としては、例えば、２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチ
ル－６－〔３－（３－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）プロポキシ〕
ジベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサホスフェピン、６－［３－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロポキシ］－２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブ
チルジベンゾ［ｄ，ｆ］［１，３，２］ジオキサホスフェピン、６－［３－（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロポキシ］－４，８－ジ－ｔ－ブチル－２，
１０－ジメチル－１２Ｈ－ジベンゾ［ｄ，ｇ］［１，３，２］ジオキサホスホシン、６－
［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシ］－４
，８－ジ－ｔ－ブチル－２，１０－ジメチル－１２Ｈ－ジベンゾ［ｄ，ｇ］［１，３，２
］ジオキサホスホシン等が挙げられる。これらの中でも、特に光学特性が求められる分野
に、得られる芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を用いる場合には、２，４，８，１０－
テトラ－ｔ－ブチル－６－〔３－（３－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニ
ル）プロポキシ〕ジベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサホスフェピンが好適であり
、例えば、住友化学（株）製のスミライザーＧＰ（「スミライザー」は登録商標）として
商業的に入手可能である。
【００７２】
　リン系酸化防止剤（Ｄ）は、例えば、下記式（１３）で表される化合物を含むことが好
ましい。
【００７３】
　式（１３）：
【化６】

（式中、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して、炭素数１～２０のアルキル基又はアルキ
ル基で置換されていてもよいアリール基を示し、ｂ及びｃは、それぞれ独立して、０～３
の整数を示す。）
【００７４】
　式（１３）で表される化合物としては、例えば、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
フェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト、フェニルビスフェノールＡペンタエ
リスリトールジフォスファイト等が挙げられる。ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフ
ェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイトは、ＡＤＥＫＡ社製、商品名「アデカス
タブＰＥＰ－２４Ｇ」として商業的に入手可能である。（株）ＡＤＥＫＡ製のアデカスタ
ブＰＥＰ－３６（「アデカスタブ」は登録商標）が商業的に入手可能である。
【００７５】
　リン系酸化防止剤（Ｄ）は、例えば、下記式（１４）で表される化合物を含むことが好
ましい。
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【００７６】
　式（１４）：
【化７】

【００７７】
（式中、Ｒ１１～Ｒ１８は、それぞれ独立に、炭素数１～３のアルキル基またはアルケニ
ル基を示す。Ｒ１１とＲ１２、Ｒ１３とＲ１４、Ｒ１５とＲ１６、Ｒ１７とＲ１８とは、
互いに結合して環を形成していても良い。Ｒ１９～Ｒ２２は、それぞれ独立に、水素原子
または炭素数１～２０のアルキル基を示す。ｄ～ｇは、それぞれ独立して、０～５の整数
である。Ｘ１～Ｘ４は、それぞれ独立に、単結合または炭素原子を示す。Ｘ１～Ｘ４が単
結合である場合、Ｒ１１～Ｒ２２のうち、当該単結合に繋がった官能基は一般式（１４）
から除外される）
【００７８】
　式（１４）で表される化合物の具体例としては、例えばビス（２，４－ジクミルフェニ
ル）ペンタエリスリトールジフォスファイトが挙げられる。これは、Ｄｏｖｅｒ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ社製、商品名「Ｄｏｖｅｒｐｈｏｓ（登録商標）　Ｓ－９２２８」、ＡＤＥＫ
Ａ社製、商品名「アデカスタブＰＥＰ－４５」（ビス（２，４－ジクミルフェニル）ペン
タエリスリトールジフォスファイト）として商業的に入手可能である。
【００７９】
　下記のことから選択される少なくとも１を満たす、上述の芳香族ポリカーボネート樹脂
組成物が好ましい：
　前記式（１１）で表される亜リン酸エステル化合物が、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチ
ルフェニル）フォスファイトを含むこと；、
　前記式（１２）で表される亜リン酸エステル化合物が、２，４，８，１０－テトラ－ｔ
－ブチル－６－［３－（３－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）プロポ
キシ］ジベンゾ［ｄ，ｆ］［１，３，２］ジオキサホスフェピンを含むこと；
　前記式（１３）で表される亜リン酸エステル化合物が、３，９－ビス（２，６－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノキシ）－２，４，８，１０－テトラオキサ－３，９－
ジホスファスピロ［５，５］ウンデカンを含むこと；及び
　前記式（１４）で表される亜リン酸エステル化合物が、ビス（２，４－ジクミルフェニ
ル）ペンタエリスリトールジフォスファイトを含むこと。
【００８０】
　リン系酸化防止剤（Ｄ）の量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対
して、０．５重量部までが好ましく、０．０２～０．２重量部がより好ましい。
【００８１】
　以上の成分に加えて、実施の形態に係る芳香族ポリカーボネート樹脂組成物へは、例え
ば、得られる芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の耐候性をより向上させる成分である紫
外線吸収剤を、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形して得られる成形品の用途に応
じて適宜用いることができる。
【００８２】
　紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾトリアゾール系化合物、トリアジン系化合物、
ベンゾフェノン系化合物、シュウ酸アニリド系化合物等の、ポリカーボネート樹脂に通常
配合される紫外線吸収剤を、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
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【００８３】
　ベンゾトリアゾール系化合物としては、例えば、ベンゾトリアゾール系化合物としては
、２－（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３－
ｔｅｒｔ－ｂｕｔｙｌ－２－ｈｙｄｒｏｘｙ－５－ｍｅｔｈｙｌｐｈｅｎｙｌ）－５－ｃ
ｈｌｏｒｏ－２Ｈ－ｂｅｎｚｏｔｒｉａｚｏｌｅ、２－（３，５－ｄｉ－ｔｅｒｔ－ｐｅ
ｎｔｙｌ－２－ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）－２Ｈ－ｂｅｎｚｏｔｒｉａｚｏｌｅ、２
－（２Ｈ－ｂｅｎｚｏｔｒｉａｚｏｌｅ－２－ｙｌ）－４－ｍｅｔｈｙｌ－６－（３，４
，５，６－ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏｐｈｔｈａｌｉｍｉｄｙｌｍｅｔｈｙｌ）ｐｈｅｎｏｌ
、２－（２－ｈｙｄｒｏｘｙ－４－ｏｃｔｙｌｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）－２Ｈ－ｂｅｎｚｏ
ｔｒｉａｚｏｌｅ、２－（２－ｈｙｄｒｏｘｙ－５－ｔｅｒｔ－ｏｃｔｙｌｐｈｅｎｙｌ
）－２Ｈ－ｂｅｎｚｏｔｒｉａｚｏｌｅ、２－［２’－ｈｙｄｒｏｘｙ－３，５－ｄｉ（
１，１－ｄｉｍｅｔｈｙｌｂｅｎｚｙｌ）ｐｈｅｎｙｌ］－２Ｈ－ｂｅｎｚｏｔｒｉａｚ
ｏｌｅ、２，２’－Ｍｅｔｈｙｌｅｎｂｉｓ［６－（２Ｈ－ｂｅｎｚｏｔｒｉａｚｏｌ－
２－ｙｌ）４－（１，１，３，３－ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｂｕｔｙｌ）ｐｈｅｎｏｌ］
などが挙げられる。なかでも、特に、２－（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル
）ベンゾトリアゾール等が好適であり、例えば、ＢＡＳＦ社製のＴＩＮＵＶＩＮ　３２９
（ＴＩＮＵＶＩＮは登録商標）、シプロ化成（株）製のシーソーブ７０９、ケミプロ化成
（株）製のケミソーブ７９等が商業的に入手可能である。
【００８４】
　トリアジン系化合物としては、例えば、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒドロキシフ
ェニル－４－ヘキシルオキシフェニル）１，３，５－トリアジン、２－［４，６－ビス（
２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン－２－イル］－５－（オクチルオ
キシ）フェノール、２－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－
５－［（ヘキシル）オキシ］フェノール等が挙げられ、例えば、ＢＡＳＦ社製のＴＩＮＵ
ＶＩＮ　１５７７等が商業的に入手可能である。
【００８５】
　シュウ酸アニリド系化合物としては、例えば、クラリアントジャパン（株）製のＳａｎ
ｄｕｖｏｒ　ＶＳＵ等が商業的に入手可能である。
【００８６】
　ベンゾフェノン系化合物としては、例えば、２、４－ｄｉｈｙｄｒｏｘｙｂｅｎｚｏｐ
ｈｅｎｏｎｅ、２－ｈｙｄｒｏｘｙ－４－ｎ－ｏｃｔｏｘｙｂｅｎｚｏｐｈｅｎｏｎｅな
どが挙げられる。
【００８７】
　紫外線吸収剤の量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対して０～１
．０重量部であり、０～０．５重量部であることが好ましい。紫外線吸収剤の量が１．０
重量部を超える場合は、得られる芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の初期の色相が低下
するおそれがある。また、紫外線吸収剤の量が０．１重量部以上の場合は、特に、芳香族
ポリカーボネート樹脂組成物の耐候性をより向上させる効果が大きく奏される。
【００８８】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、エポキシ化合物（Ｅ）を含
むことができる。このように、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物が、ポリエーテル誘導
体（Ｂ）と特定芳香族化合物（Ｃ）とエポキシ化合物（Ｅ）とを同時に含む場合、光学成
形品に求められる優れた光学特性を維持向上させつつ、得られる芳香族ポリカーボネート
樹脂組成物からなる成形品の初期光学特性を劣化させず、使用状況に起因する劣化やエー
ジング劣化などの劣化を防止することが出来る。
【００８９】
　エポキシ化合物（Ｅ）は、少なくとも１つのエポキシ基を分子内に有し、本発明が目的
とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を得られる限り、特に制限されることはない。
エポキシ化合物（Ｅ）は、例えば、３’，４’－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４
－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、エポキシ化大豆油、ε－カプロラクトン変
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性 ３'，４'－エポキシシクロヘキシルメチル ３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキ
シレート、エポキシ基含有アクリル・スチレン系ポリマー、２，２－ビス（４－ヒドロキ
シシクロヘキシル）プロパン－ジグリシジルエーテル等を含むことができる。エポキシ化
合物（Ｅ）は、３’，４’－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシシクロヘ
キサンカルボキシレートを含むことが好ましい。
【００９０】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、芳香族ポリカーボネート樹
脂（Ａ）１００質量部に対して、エポキシ化合物（Ｅ）を、０．００１～０．２質量部含
むことが好ましく、０．００２～０．１質量部含むことがより好ましく、０．００５～０
．０５質量部含むことが特に好ましい。
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、芳香族ポリカーボネート樹
脂（Ａ）１００質量部に対して、エポキシ化合物（Ｅ）を、０．００１～０．２質量部含
む場合、光学成形品に求められる優れた光学特性を維持向上させつつ、得られる芳香族ポ
リカーボネート樹脂組成物からなる成形品の初期光学特性（積算透過率および黄色度）を
向上させ、使用状況に起因する劣化やエージング劣化などの劣化を防止することが出来る
。
【００９１】
　さらに、実施の形態に係る芳香族ポリカーボネート樹脂組成物には、本発明における効
果を損なわない範囲で、例えば、熱安定剤、他の酸化防止剤、着色剤、離型剤、軟化剤、
帯電防止剤、衝撃性改良剤等の各種添加剤、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）以外のポ
リマー等が適宜配合されていてもよい。
【００９２】
　本発明の実施形態の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、芳香族ポリカーボネート樹
脂（Ａ）、ポリエーテル誘導体（Ｂ）及び特定芳香族化合物（Ｃ）を混合し、必要に応じ
て、リン系酸化防止剤（Ｄ）、エポキシ化合物（Ｅ）、前記各種添加剤、及び芳香族ポリ
カーボネート樹脂（Ａ）以外のポリマー等を混合する製造方法を例示することができる。
本発明が目的とする芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を得ることができる限り、その製
造方法は特に制限されることはなく、各成分の種類及び量を適宜調整することができる。
成分の混合方法も特に制限されることはなく、例えば、タンブラー、及びリボンブレンダ
ー等の公知の混合機にて混合する方法や、押出機にて溶融混練する方法を例示できる。こ
れらの方法により、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物のペレットを容易に得ることがで
きる。特定芳香族化合物（Ｃ）は、溶融混練前に混合してもよいし、予めポリエーテル誘
導体（Ｂ）に添加又は混合してもよい。
【００９３】
　前記のごとく得られる芳香族ポリカーボネート樹脂組成物のペレットの形状及び大きさ
には特に限定がなく、一般的な樹脂ペレットが有する形状及び大きさであればよい。例え
ば、ペレットの形状としては、楕円柱状、円柱状等が挙げられる。ペレットの大きさとし
ては、長さが２～８ｍｍ程度であることが好適であり、楕円柱状の場合、断面楕円の長径
が２～８ｍｍ程度、短径が１～４ｍｍ程度であることが好適であり、円柱状の場合、断面
円の直径が１～６ｍｍ程度であることが好適である。なお、得られたペレット１つずつが
このような大きさであってもよく、ペレット集合体を形成する全てのペレットがこのよう
な大きさであってもよく、ペレット集合体の平均値がこのような大きさであってもよく、
特に限定はない。
【００９４】
　本発明の実施形態の光学用成形品は、上記の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形
して得ることができる。
【００９５】
　本発明が目的とする光学成形品を得ることができる限り、光学成形品の製造方法は特に
限定されることはなく、例えば、公知の射出成形法、圧縮成形法等により芳香族ポリカー
ボネート樹脂組成物を成形する方法が挙げられる。
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【００９６】
　本発明に係る光学用成形品は、例えば、導光板、面発光体材料、導光フィルム、車両用
ライトガイド、銘板等として好適である。
【００９７】
　以上のように、本発明の例示として、実施の形態を説明した。しかしながら、本発明に
おける技術は、これに限定されず、適宜、変更、置き換え、付加、省略などを行った実施
の形態にも適用可能である。
【実施例】
【００９８】
　以下に、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に制限さ
れるものではない。なお、特にことわりがない限り、「部」及び「％」はそれぞれ重量基
準である。
【００９９】
　原料として以下のものを使用した。
１．芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）：
　ビスフェノールＡと塩化カルボニルとから合成されたポリカーボネート樹脂
　粘度平均分子量：１５０００、住化ポリカーボネート（株）製のＳＤポリカ　２００－
８０（商品名）、「ＳＤポリカ」は住化ポリカーボネート（株）の登録商標、以下「ＰＣ
」又は（Ａ１）ともいう
【０１００】
２．ポリエーテル誘導体（Ｂ）：
２－１．テトラメチレングリコールユニットとプロピレングリコールユニットからなる変
性グリコール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：２０００、ｐＨ：６．７（ＪＩＳ　Ｋ１５５７－５）、日油（株）製
のポリセリンＤＣＢ－２０００（商品名）、以下（Ｂ１）ともいう
【０１０１】
２－２．テトラメチレングリコールユニットとプロピレングリコールユニットからなる変
性グリコール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：１０００、ｐＨ：６．８（ＪＩＳ　Ｋ１５５７－５）、日油（株）製
のポリセリンＤＣＢ－１０００（商品名）、以下（Ｂ２）ともいう
【０１０２】
２－３．テトラメチレングリコールユニットとエチレングリコールユニットからなる変性
グリコール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：３０００、日油（株）製のポリセリンＤＣ－３０００Ｅ（商品名）、
以下（Ｂ３）ともいう
【０１０３】
２－４．テトラメチレングリコールユニットとプロピレングリコールユニットからなり、
片末端ブチル基の変性グリコール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：１０００、日油（株）製のポリセリンＢＣ－１０００（商品名）、以
下（Ｂ４）ともいう
【０１０４】
２－５．エチレングリコールユニットとプロピレングリコールユニットからなる変性グリ
コール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：１７５０、日油（株）製のユニルーブ５０ＤＥ－２５（商品名）、以
下（Ｂ５）という
【０１０５】
２－６．エチレングリコールユニットとプロピレングリコールユニットからなり、片末端
ブチル基の変性グリコール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：２０００、日油（株）製のユニルーブ５０ＭＢ－２６（商品名）、以
下（Ｂ６）ともいう
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【０１０６】
２－７．ポリプロピレングリコール
　重量平均分子量：２０００、ダウケミカル製のポリグリコールＰ２０００Ｐ（商品名）
、以下（Ｂ７）ともいう
【０１０７】
２－８．ポリテトラメチレングリコール
　重量平均分子量：１０００、保土谷化学工業（株）製のＰＴＧ－１０００ＳＮ（商品名
）、以下（Ｂ８）ともいう
【０１０８】
２－９．テトラメチレングリコールユニットと２－メチルテトラメチレングリコールユニ
ットからなる変性グリコール（ランダム共重合）
　重量平均分子量：２０００、保土谷化学工業（株）製のＰＴＧ－Ｌ２０００（商品名）
、以下（Ｂ９）ともいう
【０１０９】
３．芳香族化合物（Ｃ）：
　３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシトルエン
　［和光純薬工業（株）製、以下（Ｃ１）ともいう］
【０１１０】
４．リン系酸化防止剤（Ｄ）：
４－１．以下の式で表される、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）フォスファイ
ト

【化８】

　［ＢＡＳＦ社製のイルガフォス１６８（商品名）、以下（Ｄ１）ともいう］
【０１１１】
４－２．以下の式で表される、２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－６－〔３－（３
－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）プロポキシ〕ジベンゾ〔ｄ，ｆ〕
〔１，３，２〕ジオキサホスフェピン
【化９】

　［住友化学（株）製のスミライザーＧＰ（商品名）、以下（Ｄ２）ともいう］
【０１１２】
４－３．以下の式で表される、ビス（２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリスリトール
ジフォスファイト（ＩＵＰＡＣ名：３，９－ビス［２，４－ビス（α，α－ジメチルベン
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ジル）フェノキシ］－２，４，８，１０－テトラオキサ－３，９－ジホスファスピロ［５
．５］ウンデカン）
【化１０】

　［Ｄｏｖｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社製のＤｏｖｅｒｐｈｏｓ　Ｓ－９２２８（商品名）
、以下（Ｄ３）ともいう］
【０１１３】
４－４．以下の式で表される、ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェニ
ル）ペンタエリスリトールジフォスファイト（ＩＵＰＡＣ名：３，９－ビス（２，６－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノキシ）－２，４，８，１０－テトラオキサ－３，
９－ジホスファスピロ［５，５］ウンデカン）
【化１１】

　［ＡＤＥＫＡ製のアデカスタブＰＥＰ－３６（商品名）、以下（Ｄ４）ともいう］
【０１１４】
５．エポキシ化合物（Ｅ）
　３’，４’－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシシクロヘキシルカルボ
キシレート
　［（株）ダイセル化学工業製のセロキサイド２０２１Ｐ（商品名）、以下（Ｅ１）とも
いう］
【０１１５】
（実施例１～３３及び比較例１及び２）
　前記各原料を、表１～表４に示す割合にて一括してタンブラーに投入し、１０分間乾式
混合した後、二軸押出機（（株）日本製鋼所製、ＴＥＸ３０α）を用いて、溶融温度２２
０℃にて溶融混練し、実施例１～３３及び比較例１及び２の各々の芳香族ポリカーボネー
ト樹脂組成物のペレットを得た。
　但し、実施例７については、化合物（Ｃ）と化合物（Ｂ）を予め混合した後、他の原料
と混合して、実施例７の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物のペレットを得た。
　なお、実施例及び比較例で得られたペレットはいずれも、ほぼ楕円柱状であり、ペレッ
ト１００個からなる集合体は、各々長さの平均値が約５．１ｍｍ～約５．４ｍｍ、断面楕
円の長径の平均値が約４．１ｍｍ～約４．３ｍｍ、短径の平均値が約２．２ｍｍ～約２．
３ｍｍであった。
【０１１６】
　得られたペレットを用い、以下の方法にしたがって、各評価用試験片を作製して評価に
供した。その結果を表１～４に示す。
【０１１７】
（試験片の作製方法）
　得られたペレットを１２０℃で４時間以上乾燥した後、射出成形機（ファナック（株）
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０℃にて、ＪＩＳ　Ｋ　７１３９「プラスチック－試験片」にて規定の多目的試験片Ａ型
（全長１６８ｍｍ×厚さ４ｍｍ）を作製した。この試験片の端面を切削し、切削端面につ
いて、樹脂板端面鏡面機（メガロテクニカ（株）製、プラビューティーＰＢ－５００）を
用いて鏡面加工した。
【０１１８】
（積算透過率の評価方法）
　分光光度計（（株）日立製作所製、ＵＨ４１５０）に長光路測定付属装置を設置し、光
源として５０Ｗハロゲンランプを用いて、光源前マスク５．６ｍｍ×２．８ｍｍ、試料前
マスク６．０ｍｍ×２．８ｍｍを使用した状態で、波長３８０～７８０ｎｍの領域で１ｎ
ｍ毎の、試験片各々の分光透過率を、試験片の全長方向について測定した。測定した分光
透過率を積算し、十の位を四捨五入することにより、各々の積算透過率を求めた。なお、
積算透過率が３１０００以上を良好（表中、◎で示す）、３１０００未満２５０００以上
を使用可（表中、○で示す）、２５０００未満を不良（表中、×で示す）とした。
【０１１９】
（黄色度の評価方法）
　積算透過率の評価方法において測定した分光透過率に基づき、標準光源Ｄ６５を用い、
１０度視野にて各々の黄色度（以下、ＹＩ）を求めた。なお、ＹＩが１５以下を良好（表
中、◎で示す）、１５を超え、３０以下を使用可（表中、○で示す）、３０を超えると不
良（表中、×で示す）とした。
【０１２０】
（成形品の加熱試験評価）
　上記で作製した試験片をエスペック社製イナートオーブンＩＰＨＨ－２０１Ｍの中に設
置し、２００℃、７２時間、加熱試験を行った。
　次に、各試験片の表面を目視で観察した。以下の基準により、加熱試験後の状態を評価
した。結果を表１～表４に示す。
◎：無色透明である。
○：透明であり、使用可であるが、わずかに着色がある。
×：不透明である又は濃い着色がある。
【０１２１】
　表１～表４に、各実施例及び比較例の原料及び配合割合、評価結果を併せて示す。
【０１２２】
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a)：(C1)を(B1)と混合後、他の原料と混合した。
【０１２３】
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【表２】

【０１２４】
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【表３】

b):白濁した。
c):試験をしなかった。
【０１２５】
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【表４】

【０１２６】
　実施例１～３３の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、芳香族ポリカーボネート樹脂
（Ａ）、ポリエーテル誘導体（Ｂ）及び特定芳香族化合物（Ｃ）を含み、必要に応じてリ
ン系酸化防止剤（Ｄ）等を、各々特定の割合で含む。したがって、該芳香族ポリカーボネ
ート樹脂組成物から成形された試験片は、積算透過率が高く、黄色度が小さく、かつ加熱
試験後の劣化も殆ど無い。
【０１２７】
　そして、このような芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形した成形品は、黄色度が
小さく色相に優れ、しかも加熱試験後の劣化も殆ど無い。
【０１２８】
　これに対して、比較例１および２の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ポリエーテ
ル誘導体（化合物Ｂ１）の量が多いので、積算透過率が低く、かつ黄色度が大きい。この
ように、比較例１の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形した成形品は、輝度および
色相に劣る。しかも、加熱試験後の結果にも劣った。
【０１２９】
　以上のように本発明における技術の例示として実施の形態を説明した。そのために詳細
な説明を提供した。
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【０１３０】
　したがって、詳細な説明に記載された構成要素の中には、課題解決のために必須な構成
要素だけでなく、上記技術を例示するために、課題解決のためには必須でない構成要素も
含まれ得る。そのため、それらの必須ではない構成要素が詳細な説明に記載されているこ
とをもって、直ちに、それらの必須ではない構成要素が必須であるとの認定をするべきで
はない。
【０１３１】
　また、上述の実施の形態は、本発明における技術を例示するためのものであるから、特
許請求の範囲またはその均等の範囲において種々の変更、置き換え、付加、省略などを行
うことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１３２】
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、ポリカーボネート樹脂が本来有する耐
熱性、機械的強度等の特性が損なわれることがなく、熱安定性及び耐候性に優れ、しかも
、本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を含む成形品を加熱した場合でも外観及び
光学特性に優れたものである。よって、例えば厚さ０．３ｍｍ程度の薄型の導光光源の導
光板表面への長期照射により加熱状態が継続されるような用途に用いた場合でも、得られ
る導光板の色相が変化して外観や光学特性が低下することもなく、工業的利用価値が極め
て高い。
【要約】
【課題】ポリカーボネート樹脂が本来有する耐熱性、機械的強度等の特性が損なわれるこ
とがなく、熱安定性に優れ、光線透過率が高く、しかも得られる成形品を加熱した場合で
も光線透過率に優れる芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を提供する。
【解決手段】　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）及びポリエーテル誘導体（Ｂ）および
特定の芳香族化合物（Ｃ）を含有するポリカーボネート系樹脂組成物であって、芳香族ポ
リカーボネート樹脂（Ａ）１００重量部に対して、ポリエーテル誘導体（Ｂ）を、０．１
～２．０重量部、及び該芳香族化合物（Ｃ）を０．０００１以上０．０５重量部未満含有
し、さらに、エポキシ化合物（Ｅ）を、０．００１～０．２質量部含有することを特徴と
する、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【選択図】なし
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